
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

広報ひらど 平成28年６月号 32

今月の若人

針尾　幸一郎さん（34歳）
田平町

 はりお               こういちろう

　　

田
平
町
の
ナ
フ
コ
の
踏
み
切
り
を
渡
っ
て
、
少
し

進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
「
針
尾
看
板
店
」
で
働
く
針

尾
幸
一
郎
さ
ん
。

　

針
尾
さ
ん
は
、
猶
興
館
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
島

根
の
大
学
に
進
学
し
、
佐
世
保
で
の
修
行
や
一
般
企

業
で
の
勤
務
を
経
て
、
３
年
前
か
ら
実
家
の
看
板
店

で
働
い
て
い
ま
す
。

　
「
看
板
は
、
訪
れ
た
街
や
お
店
で
一
番
最
初
に
目

に
付
き
、
そ
の
第
一
印
象
で
店
に
入
る
か
入
ら
な
い

か
決
ま
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
依
頼
を
受
け
た
お

客
さ
ま
と
は
打
ち
合
せ
を
重
ね
て
、
よ
り
よ
い
も
の

を
制
作
し
て
い
ま
す
。
看
板
一
つ
で
街
の
雰
囲
気
が

変
わ
る
の
で
、
平
戸
が
活
気
あ
ふ
れ
る
街
に
見
え
る

よ
う
に
、
新
規
で
作
る
の
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今

あ
る
も
の
を
大
切
に
し
つ
つ
リ
メ
イ
ク
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
針
尾
さ
ん
は
、
田
平
町
地
域
協
議
会
の
委
員

を
務
め
る
な
ど
、
積
極
的
に
地
域
活
性
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
田
平
町
に
は
た
く
さ
ん
若
者
が

い
る
の
で
、
私
が
率
先
し
て
行
動
し
、
若
者
を
引
き

出
し
な
が
ら
、
一
緒
に
田
平
町
を
活
気
あ
る
街
に
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

広報ひらど
ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸
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18歳からの選挙権
　　選挙権年齢を「20歳以上」から「18歳以上」に引き下げる改正公職選挙法が、平成27年6月17日に成

立し、平成28年6月19日から施行されます。選挙権年齢の引き下げは、昭和20年の終戦直後に「25歳

以上」から現行の「20歳以上」に変更されて以来、約70年ぶりとなります。

　　これに伴い、早ければ7月の「第24回参議院議員通常選挙」から適用されるようになり、高校生でも18歳

以上の人には選挙権が与えられます。

　　10代が有権者に加わることで、世代間格差の是正や若年層の政治参加が促されると期待されています。
－　ついに18歳のあなたも選挙に参加できる　－

■お問い合わせ　平戸市選挙管理委員会事務局　☎内線2371

広報ひらど 平成28年６月号 2Hirado City Public Relations,2016.63



（総務省より）

※候補者、政党などは電子メールを使っての選挙運動はできます。政党などは電子メ

電子メールは、不特定多数の人に一方的

に送信できることから、悪用される心配

があるため禁止されています。

３カ月以上住んでいる必要があります。

　旧住所地で投票する場合は、投票日当日に旧住所

地の投票所で、また、投票日前でも旧住所地の期日

前投票所に行って投票することができます。投票に

行けない場合も不在者投票ができるので、詳しくは

平戸市選挙管理委員会事務局にお問い合わせくださ

い。

　選挙で投票する場所は、原則として住民票のある

市区町村であるため、就職や進学に伴い市外に引越

しする場合は、住民票の移動が必要になります。

　新しく有権者となる18歳（投票日までに18歳に達

する人）、19歳の人が今年の春に引っ越しても、新

住所地で投票するには転入届を提出した日から、選

挙の公示日（少なくとも投票日の17日前）前日までに、

（総務省より）

旧住所地に３カ月以上
住んでいたので、
旧住所地で投票できる

主なインターネットツール

広報ひらど 平成28年６月号 4Hirado City Public Relations,2016.65

４月28日　北松農業高等学校での全校生徒への説明

平戸市選挙管理委員会事務局　次長　村瀨惣治

変
革
す
る

　
　

 　
 

選
挙
制
度

　　
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
、
全
国
で
18
、
19
歳
の
約
２
４
０
万

人
、
平
戸
市
で
も
約
５
４
０
人
に
新
た
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　　

今
回
は
、
各
国
の
状
況
や
選
挙
の
概
要
、
高
校
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

引越をしたら住民票を移そう

インターネットを活用

　平成25年のネット選挙運動解禁を受け、ホーム

ページやブログ、SNS（ツイッターやフェイスブックな

ど）などのインターネットツールを利用しての選挙運

動もできます。しかし、18歳未満の人は選挙運動が

禁止されており、同級生同士でのやりとりでも細心

の注意が必要になってきます。

　また、LINE（ライン）は良いが、電子メールでの

選挙運動は禁止されているといった制約があるので、

保護者の皆さんの監督も必要になってきます。

各国の選挙権年齢
【国立国会図書館（平成26年）の調査より】

アラブ首長国連邦

オマーン、マレーシア、シンガポールなど

カメルーン、日本（18歳に引き下げ）など

韓国

アメリカ、イタリア、フランス、ロシアなど

東ティモールなど

アルゼンチン、オーストリア、ブラジルなど

25歳

21歳

20歳

19歳

18歳

17歳

16歳

各国の選挙権年齢

世界では18歳以上が主流

　世界191の国・地域のうち、167カ国が選挙権年

齢を「18歳以上」と定めています。

　また、ヨーロッパの国々を中心にさらに引き下げ

を進める動きがあり、オーストリアではすでに「16歳

以上」への引き下げが行われています。また、ドイツ

やノルウェーなどでは、特定の州や地域で16歳以上

への引き下げが行われています。

　このように、ほとんどの国々が「18歳以上」で投票

できるようになっています。

10代の力を政治が求める

　現在の日本は、少子高齢化、人口減少社会を迎

えており、日本の将来を担う世代である10代の力を

社会や政治が求めています。より早く選挙権を持つ

ことで、10代の頃から社会の担い手であるという意

識を芽生えさせ、政治に関わる若者が増えることが

期待されています。

　しかし、若者（20代）の投票率が他の世代より低

いので、10代も含めた若者全体が投票にいくような

施策が求められています。

参
加
し
て
お
り
、
関
心
は
高
い
も

の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　　

少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
久
し

く
な
り
ま
す
が
、
絶
対
数
が
少
な

い
若
者
の
投
票
率
が
低
い
こ
と
で
、

若
者
向
け
の
政
策
よ
り
も
中
高
年

向
け
の
政
策
が
優
先
さ
れ
て
き
た

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
18
歳
か
ら

30
歳
代
の
投
票
率
が
高
く
な
れ
ば
、

政
策
の
方
向
転
換
が
起
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
若
者
全
体
の

投
票
率
が
上
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　　　　　　

年
の
11
月
か
ら
県
教
育
委

　　　　　　

員
会
と
市
内
３
校
の
高
校

の
協
力
を
得
て
、
全
校
生
徒
を
対

象
と
し
て
「
公
選
法
の
改
正
」「
投

票
の
仕
方
」「
選
挙
運
動
」
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
説

明
会
で
は
、
各
校
と
も
私
語
を
す

る
こ
と
な
く
熱
心
に
聴
い
て
く
れ
て
、

18
歳
選
挙
権
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　　

全
国
的
に
も
こ
の
改
正
を
機
に
、

各
地
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
若
者
が

ツイッター

ユーチューブインスタグラム

フェイスブック ライン

電子メール（※）

むらせ 　そうじ

ユーチーチチチチーチーチ ブブューブューブューブーブ

ラ

参議院議員通常選挙における投票率の推移

70

60

50

40

30

20

10

58.64％58.64％58.64％ 57.92％57.92％57.92％
52.61％

56.57％56.44％

（％）

第23回
（平成25年）

第22回
（平成22年）

第21回
（平成19年）

第20回
（平成16年）

第19回
（平成13年）

36.03％36.03％34.33％34.35％ 33.33％

20代
全体

新住所地

旧住所地

（転出先）

（平戸市）

旧住所地に

３カ月以上在住

引越し

平成28年夏平成28年春

選
挙
の
公
示
日

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

３カ月経過後は、新住所地
での投票ができます　新住所地に引っ越してから公示日

の前日までに３カ月経過しなけれ
ば新住所地での投票はできない

３カ月

●昨



北松農業高等学校

　　　　　　　３年　　藤澤眞沙美 さん
ふじさわ　　　　　　　　まさみ

●●

●
Interview

平戸高等学校

　　　　　　　３年　　久保沙織理 さん
くぼ　　　　　　　　  さおり

Interview

猶興館高等学校

　　　　　　　　３年　　髙橋　巧 さん
たかはし      たくみ 

Interview

に
関
す
る
興
味
や
関
心
が
な
い
人

も
多
い
と
思
う
の
で
、
今
の
う
ち
に

模
擬
選
挙
を
行
い
、
選
挙
の
こ
と

を
あ
る
程
度
理
解
し
、
高
校
卒
業

後
の
19
歳
か
ら
選
挙
権
が
与
え
ら

れ
た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
テ
レ
ビ
の
国
会
中
継
で
寝
て
い

る
議
員
を
見
か
け
ま
す
が
、
責
任

感
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
っ

か
り
国
の
将
来
の
た
め
に
考
え
て
、

私
た
ち
に
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
政

治
を
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　　　　　　

拳
に
つ
い
て
は
、
親
や
年

　　　　　　

配
の
人
た
ち
が
行
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
選
挙
権
が
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
私

も
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

７
月
の
選
挙
に
は
国
民
の
１
人
と
し

て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
投

票
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

し
か
し
、
同
じ
高
校
３
年
生
で

も
投
票
で
き
る
人
と
そ
う
で
な
い

人
が
い
る
の
で
不
公
平
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
は
選
挙

て
、
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
人
も
い
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
た

人
は
積
極
的
に
投
票
に
行
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

　　

私
は
、
政
治
に
つ
い
て
あ
ま
り

関
心
は
な
い
の
で
す
が
、
若
者
の

中
で
も
政
治
に
関
心
が
あ
る
人
も

い
る
と
思
う
し
、
関
心
が
な
い
人

も
今
回
18
歳
以
上
に
選
挙
権
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
若
者
が

政
治
に
関
心
を
持
つ
い
い
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　　　　　　

直
な
と
こ
ろ
、
18
歳
と
い
っ

　　　　　　
て
も
ま
だ
子
ど
も
の
私
た

ち
が
、
市
や
県
、
国
の
代
表
を
選

ぶ
大
事
な
選
挙
の
投
票
に
行
っ
て

い
い
の
か
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

選
挙
に
つ
い
て
は
、
な
ん
と
な
く

堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

せ
っ
か
く
18
歳
以
上
に
選
挙
権
が

引
き
下
げ
ら
れ
て
投
票
す
る
権
利

が
与
え
ら
れ
た
の
で
、
７
月
に
あ

る
選
挙
に
は
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
の
周
り
に
も
誕
生
日
に
よ
っ

上
に
社
会
の
情
勢
や
動
向
に
つ
い

て
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
学
年

の
中
で
も
誕
生
日
に
よ
っ
て
投
票
で

き
る
人
と
で
き
な
い
人
が
出
て
く

る
の
で
、
生
ま
れ
た
月
で
は
な
く

て
、
学
年
で
一
緒
に
し
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

　　
７
月
の
選
挙
に
は
投
票
に
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
高
校
生
で

も
わ
か
り
や
す
く
興
味
を
持
つ
よ

う
な
政
策
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　　　　　　

回
、
18
歳
以
上
に
選
挙
権

　　　　　　

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、
私
も
７
月
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
親
が
投

票
に
行
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ざ
自
分
が
投
票
す
る
と

思
う
と
な
か
な
か
実
感
が
わ
か
な

い
で
す
ね
。

　　

政
治
に
参
加
で
き
る
機
会
を
得

た
の
で
、
私
の
１
票
で
政
治
が
変

え
ら
れ
る
と
思
う
と
、
今
ま
で
以

ビ

ー

タ

ン

イ

別

特

ュ
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18
歳
が
思
う　

 

　
　
　

選
挙
と
は

　　早ければ、７月の「第24回参議

院議員通常選挙」から始まる18歳

選挙。

　　大人としての自覚と責任が求めら

れる大切な１票について、今年18歳

を迎える現役高校生は選挙について

どのような考えをもっているのか。

　　今回は、市内の高校に通う３人に

インタビューしてきました。

今正

選



　昭和54年10月１日から34年間の永きにわたり
消防団の職にあり、分団長、生月地区団長、市消
防団長を歴任されました。団長在任中は消防活動以
外でも、団員の資質向上に努め、積極的に教養や
訓練などにも参加させ、消防技術の向上に尽力しま
した。「今後も、消防団活動などにも、できる限り協
力していきたいと思います」と話されました。

　昭和50年４月１日から現在までの40年間、社会
奉仕の精神と強い責任感をもって、保育所現場に勤
務されました。持ち前の明るさとまじめさで、業務に
専念し、職員や保護者からの相談にも率先して応じ
るなど、児童福祉の向上に尽力されました。「この感
謝の気持ちを忘れず、今後も子どもたちの成長の手
助けをしていきたいと思います」と話されました。

瑞宝単光章
(消防功労）

瑞宝単光章
(児童福祉功労）

文部科学大臣表彰

  広報ひらど 平成28年６月号 8Hirado City Public Relations,2016.69

現場後代検定日本一の種雄牛誕生！！歴代No.1の記録！

「勝乃幸」号
（脂肪交雑 BMSNo.10.3、５等級率 91.7%） 

市立田平東小学校市立永田記念図書館

大島村西宇戸

山村　茂巳さん 

　大島村西宇戸の山村茂巳さんの飼育した雄牛で2010年に誕生した「勝乃幸」号が、現場後代検定において、日本
一の成績（去勢１２頭の平均）を記録しました。
　脂肪交雑（霜降りの度合いを示す数値）10.3という成績は、これまで本県歴代１位であった「金太郎３」「百合幸」の 
8.4 を大きく上回るとともに、全国での最高値である9.7も超えて、日本歴代No.1に輝きました。
　また、枝肉重量も 509.0kg と県平均（479.3㎏ ）を上回る成績を収め、牛肉の最高ランクとされる５等級率につい
ても、本県歴代１位の 91.7%を記録しました。

【本　牛】 【生産者】

【平成 28年度子どもの読書活動優秀実践校・団体】

　地域・保護者と連携した教育活動を多面的に展
開しており、読書活動についても、積極的に取り組
んでいます。また、田平東小の保護者のみならず退
職教員、地域住民を巻き込んだ読み語りグループ
「東風」が中心となり、みんなで読書活動を推進しよ
うという意識が非常に高いです。この成果により、
図書室の貸出冊数も年々増えています。

　同館は、設立の際に寄附を行った、故永田菊四
郎氏の「郷土の青少年育成のため、教育・文化の拠
点施設としての役割を果たしてもらいたい」との思い
から児童図書に重点を置いています。また、子ども
たちが読書に親しむために、お話の会や子ども読書
週間、季節に応じたイベントの開催など多くの取り組
みを積極的に行っています。

春の叙勲受章および各種表彰

おめでとうございます

保護者や職員の皆さん、また子どもたちの笑顔

や成長に支えられて授章でき、感謝しています。

消防署員や消防団関係者の皆さんのご支援の

おかげで授章することができ、感謝しています。

中野愛児園保育士

　　　　　　　山浦　政江さん（６０歳）

元平戸市消防団長

　　　　　坂元　高満さん (６５歳）

４年生男子形の部　優勝　（４連覇）

　　山田空手道スポーツ少年団

　　　　破戸　崚佑　さん　（山田小学校４年）　右

５年生男子組手の部　優勝　（４年ぶり２回目）

　　山田空手道スポーツ少年団

　　　　上村　龍我　さん　（平戸小学校５年）　左

第32回長崎県少年少女空手道選手権大会

※２人は、８月６日（土）～７日（日）に東京都で開催される
　「第16回全日本少年少女空手道選手権大会」に出場します。

りょうすけ

りょうが

春の叙勲

かつのさち



海抜（ｍ）

海抜（ｍ）
平戸地区
避難場所
度島小中学校
度島町へき地保育所
ふれ愛センター度島
田助小学校
田助ハイヤ節伝承館
光の園保育園
平戸中学校
みのり保育園
愛の園保育所
平戸小学校
平戸文化センター
平戸市社会福祉センター（★）
県立猶興館高等学校
平戸幼稚園
未来創造館
古江町民体育館
山中公会堂
中野中学校
中野小学校
中野ふれあい会館
川内漁民センター
春日公民館
旧獅子小学校体育館
獅子ふれあい会館
宝亀第２公会堂
ふれあいセンター
東和愛児園
紐差小学校
中部中学校
平戸荘（★）
旧大川原小学校体育館
大川原第一公会堂
県立平戸高等学校
根獅子小学校
飯良町公会堂
中津良小学校
猪渡谷地区集落センター
堤小学校
南部中学校
多目的研修センター
南部市民屋内運動場
わだつみの里（★）

63.1
10.0
10.0
54.5
54.5
53.6
53.0
18.1
40.4
7.5
2.8
13.0
5.0
20.0
13.0
28.0
59.0
25.0
22.0
21.0
2.0
38.0
23.0
24.0
55.0
6.0
10.0
2.3
12.0
20.0
120.0
31.0
107.0
35.0
5.0
3.6
3.0
20.3
12.2
2.2
2.0
2.8

電話番号
25-2002
25-2615
25-2834
22-2516
未設置
23-2612
22-3136
22-2575
22-2244
22-2410
22-5300
22-2180
22-2064
22-2810
22-2418
未設置
未設置
24-2620
24-2606
24-2121
未設置
未設置
未設置
28-0885
未設置
28-0044
28-0156
28-0009
28-0026
28-1155
未設置
未設置
28-0744
28-1020
28-1963
27-0135
未設置
27-0466
27-0029
27-0047
未設置
27-2200

37.0
5.0
12.0
2.5
18.0
22.0
2.5
5.0
　

57.0
120.0
39.0
17.0
34.0
2.5
52.0
44.0
80.0
27.0
59.0
2.5
4.0
4.0

　82.0
68.0

3.0
28.0
43.0
39.0
25.0
32.0
2.5
22.0
36.0
37.0
25.0
34.0
30.0
37.0

電話番号
27-0019
27-0907
27-0049
29-1509
未設置
29-1220
未設置
未設置

電話番号
53-0014
53-1229
53-1004
53-0270
53-1079
53-1759
53-1790
53-3048
53-2406
53-0835
53-2965
53-2583
53-0541
53-1444
53-2615
未設置

電話番号
57-1323
未設置
57-2727
57-0236
未設置
未設置
57-1781
未設置
57-1966
未設置
57-1960
57-0207
未設置
57-0020

　これからの梅雨時期の大雨や台風、地震などの自然災害に備えて、日ごろからの準備が必要です。特
に、広範囲にわたる深刻な被害が発生した場合には、防災関係機関の応急救助が困難な場合もあります。
　市民の皆さん一人一人が「自らの身の安全は自らが守る」という意識を持ち、自主的な防災活動を行い
ましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　 　  お問い合わせ　地域協働課危機管理班　☎内線2313

赤文字の避難場所は、海抜５ｍ以下です。津波の際は、高い場所へ避難してください。

海抜（ｍ）

海抜（ｍ）

海抜（ｍ）

海抜（ｍ）

平戸地区
避難場所
津吉小学校
前津吉公会堂
志々伎小学校
志々伎ふれあい会館
旧志々伎小学校早福分校
野子小中学校
宮の浦漁民研修センター
旧野子小中学校高島分校
生月地区
避難場所
生月小学校
生月中学校
山田小学校
生月保育所
山田保育所
山田児童館
山田地区活性化センター
多目的集会施設
生月町元触地域交流センター
山田幼稚園
生月町御崎コミュニティセンター
生月船員福祉会館
生月町中央公民館
生月町開発総合センター
生月高齢者生活福祉センター（★）
堺目地区活性化センター
田平地区
避難場所
日の浦区公民館
野田研修センター
永久保区公民館
平戸口社会館
山内区公民館
大崎区公民館
釜田区公民館
大久保団地集会所
田平ホーム
山内団地集会所
平戸口区公民館
田平町民センター
永田団地集会所
田平北小学校

電話番号
未設置
57-0511
未設置
57-1684
57-3348
未設置
57-0062
未設置
未設置
57-2244
57-3542
57-1852
57-0064
未設置
未設置
未設置
57-1228
57-0968
未設置
未設置
57-3100
57-0977
未設置
未設置
未設置
未設置
57-0002
57-0816
57-1041

電話番号
未設置
55-2117
未設置
55-2985
55-2541
未設置
未設置
未設置
55-2374
55-2531
未設置
未設置
55-2100
55-2006
55-2004
55-2043

45.0
81.0
80.0
105.0
101.0
65.0
66.0
54.0
101.0
96.0
102.0
126.0
126.0
95.0
105.0
130.0
175.0
16.0
16.0
19.0
24.0
16.0
39.0
50.0
76.0
61.0
60.0
59.0
16.0

7.0
2.7
3.0
10.0
2.5
70.0
92.0
45.0
2.0
2.5
45.0
3.0

122.0
114.0
110.0
110.0

田平地区
避難場所
坊田区公民館
県立北松農業高等学校
小手田区公民館
長崎県肉用牛改良センター
たびら昆虫自然園
米の内区公民館
田平中学校
西荻田区公民館
南荻田区公民館
下寺区公民館
生向区公民館
田平町南地区交流センター
田平南小学校
外目区公民館
以善区公民館
田代区公民館
草笛ケ丘
田平町体育館
田平町武道館
下里研修センター
上里研修センター
福祉保健センター（★）
岳崎区公民館
福崎区公民館
小崎営農研修センター
下亀区公民館
田平東小学校
田平町東地区交流センター
たびら活性化施設
大島地区
避難場所
東神浦公民館
平戸市商工会　大島支所
西神浦公民館
大島村離島開発総合センター
ながさき西海農協　大島支店
前平公民館
西宇戸公民館
大根坂公民館
大島村漁協　大根坂漁民センター
大島村漁協　的山漁村センター
板の浦集会所
大島地区活性化センター
大島村高齢者生活福祉センター（★）
大島村保育所
大島小学校
大島中学校

　避難場所に（★）が付いている所（平
戸地区３カ所、生月地区１カ所、田平
地区１カ所、大島地区１カ所）は、福祉
避難所です。これらは、避難時
に支援を必要とする人 （介護が
必要な高齢者、障害者、難病
患者、乳幼児、妊産婦、
外国人など）を受け入れる

避難所となります。

平成28年６月１日現在

自然災害が発生！
　　　その時の対処法

◎台風が近づいてきたら
　①テレビ、ラジオなどで台風情報を確認しましょう。

　②早めに窓や屋根、塀など家屋の補強を行いましょう。

　③停電、避難に備え、非常持出品の準備をしておきましょう。

◎地震が発生したときは
　①頭を保護し、大きな家具から離れ、丈夫な机の下に隠れ　

　　るなどにより、身の安全を確保しましょう。

　②すばやく火の始末をしましょう。

　③山崩れやがけ崩れ、津波に注意しましょう。

　④狭い路地や塀、がけ、川べりに近寄らないようにしましょう。

◎雨が強くなってきたら
　①大雨・洪水注意報、警報などの気象情報を確認しましょう。

　②河川の増水に注意し、早めに避難の準備を行いましょう。

　③山崩れやがけ崩れ、土石流に注意しましょう。

広報ひらど 平成28年６月号 10Hirado City Public Relations,2016.611



　
（
仮
称
）平
戸
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
提
供
し
て
い
る

特
産
品
な
ど
を
、
購
入
者
が
直
接
注
文
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ
ト
の

整
備
や
更
新
に
つ
い
て
も
、
既
に
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
し
て
い
る
事
業
所
が
管
理
、

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
旬
の
特
産

品
や
季
節
限
定
の
商
品
に
つ
い
て
も
即
座

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
平

戸
市
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
と
も
連
携
し
、

寄
附
者
に
は
割
引
特
典
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
イ
ト
の
９
月
１
日（
木
）公
開
に

併
せ
て
、
本
市
で
は
、
出
展
可
能
な
商
品

提
供
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
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【申込先】一般社団法人平戸観光協会　様
　　　　（ＦＡＸ：0950-23-8601）

平戸市公認ネットショップ「（仮称）ひらどマルシェ」商品提供事業者登録申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　平戸市公認ネットショップ「（仮称）平戸マルシェ」の商品提供事業者として、下記のとおり申し込みをします。
　なお、申し込みに際し、市が当該事務の為、当事業所及び代表者の市税、国民健康保険税、介護保険料、固定資
産税などの滞納状況を調査することに同意します。

　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成
25
年

８
月
か
ら
導
入
し
た「
カ
タ
ロ
グ
ポ
イ
ン
ト

制
」が
功
を
奏
し
、
平
成
26
年
度
は
約
14

億
６
千
万
円
、
平
成
27
年
度
は
約
26
億
円

と
全
国
か
ら
多
額
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
寄
附
者
へ
の「
お

礼
の
品
」と
し
て
、
年
に
数
億
円
規
模
で

地
場
産
品
を
寄
附
者
の
皆
さ
ん
に
贈
り
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」は
、
永
久
的
に
続
く
と
い
う
確
証

も
な
く
、
国
の
動
向
次
第
で
は
、
制
度
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
市
内

事
業
者
の
商
業
活
動
に
お
け
る
一
種
の「
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」の
機
会
と
捉
え
、

返
礼
品
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
い
か

に
実
際
に
購
入
し
て
も
ら
え
る
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
新
た
な
販
路
開

拓
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
返
礼

品
と
し
て
提
供
し
て
い
る
特
産
品
に
つ
い
て

は
、
一
部
は
寄
附
者
が
直
接
事
業
所
に
連

絡
を
と
っ
て
購
買
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
、
市
内
事
業
所
で
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
に
関
す
る
整
備
や
更
新
が
不
十
分
な

た
め
、
購
買
に
対
す
る
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
特
産
品
を
一
同
に
集

め
、
販
売
を
行
う
市
公
認
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

「（
仮
称
）ひ
ら
ど
マ
ル
シ
ェ
」を
開
設
し
特

産
品
の
新
た
な
販
路
開
拓
を
目
指
し
ま
す
。

▼（仮称）ひらどマルシェトップページデザイン（
仮
称
）ひ
ら
ど
マ
ル
シ
ェ
と
は
？

平戸市

事  業  所  名

代表者役職

住             所

電  話  番  号

Ｅ－Ｍａｉｌ

ホームページＵＲＬ

担  当  者  名
（最低２名は指定すること）

担当者連絡先

代表者名
（フリガナ）

Ｆ  Ａ  Ｘ

http://

〒　　　-

申込用紙

ふるさと納税制度に依存しない

新たな販路開拓を目指して
出展業者を募集します
ー平戸市公認ネットショップ「（仮称）ひらどマルシェ」開設ー

サイト公開までのスケジュール
６月  １日        ：広報ひらどにて出展事業者募集　

６月20日（月）：出展申込書提出締め切り日

６月27日（月）：出展事業者説明会

７月15日（金） ：商品登録申込書提出締め切り日

７月～８月中   ：準備期間

９月  １日（木）：サイト公開（予定）

※なお、ネットショップの運営にあたっては、ふるさと
　納税の特典発送を提携している４つの団体に募集し、
　プロポーザル方式による選考の結果、既にネットショップ
　を運営している一般社団法人平戸観光協会が最も適
　切であると判断し、受託者として決定しました。　募集要項についての詳しい内容は、市ホームページを

ご覧ください。

ふ
る
さ
と
納
税
の
新
た
な
取
り
組
み

【申込締切日】
  6月20日（月）必着

（仮称）ひらどマルシェ出展業者募集要項
ネットショップ概要
サイト名：平戸市公認ネットショップ（仮称）ひらどマルシェ
公開予定日：平成28年９月１日（木）
主な特徴：平戸市ふるさと納税特設サイトとの連携（寄附 
　　　　　　者は10％割引で購入可）

販売する特産品について
　市内で栽培、製造、加工、販売、サービスなどがなされて
おり、下記のいずれかの要件に該当するもの。
①平戸の特産品として広く認められているもの
②平戸の魅力を「体験でき」「懐かしんでいただける」もの
③その他①、②以外で、平戸市のＰＲにつながる商品やサ
　ービス

販売事業者

　市内に本社、支社、営業所、工場などがある法人または個
人で、市税などの滞納がないこと

販売手数料
　売価から送料を除いた金額の30％

商品の価格設定などについて
○商品の金額は、送料（全国一律クール便1,100円・通常　
　700円）および商品代、消費税、梱包代、詰合せに係る手
　数料など必要経費をすべて含めて設定
○商品管理手数料は、商品１点につき年間3,000円
○商品は、１事業者につき原則５品目まで

申し込み方法
　下記の申込用紙またはホームページに添付してある申込　
用紙に所定の必要事項をご記入の上、平戸観光協会に提出　
して下さい。

申し込み・お問い合わせ先

運営受託者：一般社団法人平戸観光協会　
TEL23-8600　FAX23-8601
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室
」市
民
総
合
相
談
室
の
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す

▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ　市民課市民総合相談室（☎内線2530）

震
災
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法

　

４
月
14
日
熊
本
県
を
襲
っ
た「
熊
本

地
震
」そ
の
後
の
16
日
未
明
１
時
25
分
、

本
震
と
い
わ
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

３
と
さ
れ
る
地
震
が
発
生
し
、
熊
本
県

お
よ
び
大
分
県
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
震
災
の
苦
境

の
中
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
便

乗
し
た
詐
欺
や
悪
質
商
法
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
過
去
の
自
然
災
害
時
に
も

便
乗
し
た
悪
質
商
法
の
手
口
と
対
策
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
事
例

□
運
送
会
社
を
名
乗
り
支
援
物
資
の
供

　

給
を
促
し
、
集
ま
っ
た
物
資
を
オ
ー

　

ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
金
銭
に
換
金
す
る
。

★
支
援
物
資
は
出
来
る
限
り
、
自
治
体

　

な
ど
の
情
報
に
従
い
適
切
な
場
所
や

　

適
切
な
管
理
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

　

提
供
す
る
。

□「
屋
根
の
応
急
処
置
を
無
料
で
す
る
」

　

と
言
っ
て
有
料
工
事
を
勧
め
る
。

★
直
ち
に
依
頼
し
な
い
。
必
要
な
場
合

　

は
多
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
と

　

る
。

□「
被
災
者
支
援
の
た
め
」と
い
う
メ
ー

　

ル
が
競
馬
情
報
サ
イ
ト
へ
の
勧
誘
だ
っ

　

た
。

★
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
特
に
情
報
が
錯

　

綜
し
ま
す
。
心
当
た
り
の
な
い
メ
ー

　

ル
な
ど
は
開
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

□
消
防
団
員
を
装
い
救
助
活
動
と
称
し

　

て
家
屋
か
ら
金
品
を
窃
盗
す
る
空
き

　

巣
被
害

★
災
害
派
遣
な
ど
で
現
地
入
り
し
て
い

　

る
支
援
団
体
は
制
服
や
腕
章
な
ど
で

　

身
分
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

□「
義
援
金
を
集
め
て
い
る
」と
言
っ

　

て
個
人
宅
を
ま
わ
り
し
つ
こ
く
金
銭

　

を
要
求
し
て
く
る
。

★
被
災
者
支
援
の
募
金
や
義
援
金
は
自

　

治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
情
報
提

　

供
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
年
４
月
に
市
内
に
お
い
て
、
証
券

会
社
を
名
乗
り
消
費
者
に
現
金
を
宅
配

便
で
送
ら
せ
、
総
額
７
４
０
万
円
を
だ

ま
し
取
ら
れ
た
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
犯
人
は
言
葉
巧
み
に「
口
座
が

取
引
停
止
に
な
る
」な
ど
と
言
い
不
安

を
あ
お
り
消
費
者
に
現
金
を
送
ら
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
被
害
は
、
今
回
の

震
災
に
も
便
乗
し
義
援
金
目
的
で
被
害

に
遭
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
名
目
は
何

で
あ
れ
、
ま
だ
ま
だ
振
り
込
め
詐
欺
被

害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
お
か
し
い
と

感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　はじめまして、平戸市の皆さん、今年の4月13日より、文化観光
部文化交流課で国際交流員として働くことになりました中国・浙江
省出身の 董海燕です。
　平戸に来る前に、中国の大学で日本語教師として３年半勤めまし
た。大好きな学生と楽しい日々を送ってきた私は、若いうちにいろ
いろと体験したい、世界をもっと見てみたいという気持ちで、こち
らに参りました。今回は３回目の来日で、１回目は2010年10月か
ら１年間の交換留学です。当時の留学先は日本の大阪大学で、短い
１年間でしたが、勉強はもちろん、バイトや旅行などを通して、身
を持って日本の社会文化を体験し、色々な人に出会い、貴重な思い
出がたくさんできました。２回目は2014年の夏休み中の旅行です。
そのときは広島、大分などを訪ね、大阪、東京などとまた一味違う
日本の魅力を満喫しました。３回目の今回は、
初の中国人国際交流員として来ています。今ま
でと全く異なる環境の中で、仕事を全うしなく
てはならない責任感を背負い、期待と不安を抱
えながら頑張っていく覚悟です。1988年生まれ、
射手座、日本のバラエティ番組が大好きな私で
すが、皆さんどうぞよろしくお願いします。

はじめまして、董海燕（ドンハイヤン）です

你 好
　  平  戸
Vol.01

中国・浙江省出身
国際交流員  董 海燕

   ドン       ハイヤン

ニー  ハオ

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

■図書館ホームページ■
◎パソコンから　URL http://www.hirado-lib.jp
◎携帯電話から　携帯電話のバーコードリーダー
で右のＱＲコードを読み込んでアクセスできます。

■おはなし会／毎週日曜日　午後２時～　おはなしのへや

■赤ちゃんおはなし会／８日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや

■「みんなdeシネマ」 『黄色いリボン』（アメリカ映画：104分
　1949年度アカデミー賞撮影賞受賞）／ 11日　 ・23日　
　午後２時～　未来創造館COLAS平戸ホール

■君川みちこ氏～昔話の語り研修会～／ 15日　  午前10時30分～
　未来創造館ＣＯＬＡＳ平戸ホール　＊参加無料

■ライブラリーコンサート／ 25日　　午後７時～  平戸図書館
　今月は、永山クリスティーナ氏他によるジャズコンサート。
　音楽に耳を傾けながら、土曜の夜を過ごしてみませんか。

～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／４日　、11日　、18日　、25日
　午後２時～　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●６月の主なもよおし●

●６月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／７日　、14日　、21日　、26日　、28日

水

水

土

土 土 土 土

土

木

日火 火 火 火

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室　　：大島村公民館図書室　平 永 南 生 田 大

　「みんなでインドに行きましょう。」
40歳を目の前に怒りっぽくなった僕
に、妻が言った。こうして、英国一
家のインド旅行が始まりました。生
きるヒント満載の爆笑エッセイ。

　こんな時代だからこそ伝えたい
―。いじめや戦争などで揺れる子
どもの心と生老病死を表現した医
師・日野原重明の詩に、いわさきち
ひろの美しい絵をつけた詩画集。

　小竹藩の勘定奉行・澤井家の志保
里は、船曳栄之進に嫁いで３年、実
家に戻されていた。藩政を巡る闘い
が起こるころ、隣の家に“抜かずの
半五郎”という藩士が越してきた。
庭の辛夷の花に託した歌の意味とは
…。　

『英国一家、
　　インドで危機一髪』
著／マイケル・ブース　
訳／寺西　のぶ子
出版社／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
出版年／２０１６.３月

『しかえししないよ』

著／葉室　麟　
出版社／徳間書店
出版年／２０１６.４月

詩／日野原　重明
絵／いわさき　ちひろ
出版社／朝日新聞出版
出版年／２０１６.４月

南

　オリンピック・パラリンピックを
学べる本書では、東京五輪について
解説しています。1964年の第18回
夏季大会は、アジアでの初開催でし
た。そして2020年、再びTOKYOに
聖火が灯ります。リオ大会目前。オ
リンピックイヤーを楽しみましょう。

監修／日本オリンピック・アカデミー
出版社／小峰書店、出版年／２０１６.４月

　紙遊びが大好きなウニのパパはい
つも仕事で忙しくしています。今日
も書類ばかり見ていたら、なんとペ
ラペラの紙になってしまいました。
助けようとはりきるウニですが、突
然の強い風で二人は大空へ…。父の
日にぴったりなパパと娘の物語です。

文・絵／イ・ジウン
訳／わたなべ　なおこ
出版社／ワールドライブラリー
出版年／２０１６.４月

『オリンピック・　　　　
　パラリンピック大百科１』

『かみになっちゃったパパ』

田

　森のかたすみで暮らす小さな生き
ものたち。空の青色にあこがれるね
ずみ、どんぐりの実を待ちこがれる
りす、枝に残る葉を気づかうはりね
ずみ、雨の日だけお店を開くかたつ
むり…。ちょっとおかしくて心に優
しく響く６つのすてきな物語です。

作・絵／にしな　さちこ
出版社／のら書店
出版年／２０１６.４月

『雨の日のせんたくやさん』

平 永

平 大生 生

『辛夷の花』

平
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子どもたちが大はしゃぎ
４５

　「第39回たびら春まつり」が今年から田平港平戸
魚市敷地一帯に会場を移し開催され、２日とも観光
客や家族連れなど多くのお客さんでにぎわいまし
た。
　会場では、ながさき和牛（田平産牛）や農産物、
活魚、鮮魚の水産物、農水産物加工品、園芸品など
が販売されました。また、ステージでも職人組合に
よる親子de工作大会や各種ダンス、ローカルヒー
ローズによる歌の披露などのイベントが行われ、来
場した約1万2,300人のお客さんはまつりを満喫し
ていました。

　「第 21 回平戸海道渡海人まつり」が平戸大橋特
設会場で開催されました。
　３日はあいにくの雨で中止になりましたが、４
日と５日は晴天に恵まれ、観光客や家族連れなど
２日間で約３万人のお客さんでにぎわいました。
　会場では、毎年恒例のタコのつかみどりや、地引
網体験など、子どもたちに大人気のイベントが開
催されたほか、市内の各事業所が出店した「渡海人
うまかもん物産展」には、平戸の事業者や、飲食店
などが出店し、多くの人が平戸の特産品などを買
い求めていました。

たびらの春の風物詩

28 元気に生活してます

　生月町の山本ハルさんが100歳のお誕生日を迎
え、黒田市長が自宅を訪れ、花束と記念品を贈り
長寿を祝いました。
　山本さんは、若いころから農業をしており、数
年前までは草むしりをするなどしていました。現
在は、子どもや孫と一緒に生活しており、最近も
孫やひ孫が取ってきた「つわ」を一緒に手を黒く
しながらむくなど、元気に暮らしています。
　お祝い式では、自ら立ち上がり、賞状や花束の
贈呈を受け「どうもありがとうございました」と
はっきりとした声で述べていました。

４ ４
22

　市総合運動公園多目的グラウンドと赤坂野球場
で「平戸ツツジグランドゴルフ大会」が開催され、
市内外から関係者など合わせて、約500人が参加
しました。
　今回の大会で最高齢者は、男性が今福クラブの
松元時男さん（92歳）と女性が松浦前田クラブの
今村チエさん（91歳）で、２人とも元気に汗を流
していました。
【優勝者は以下のとおり】
樋渡正秋（佐世保花高GGC）【多目的グラウンド会場】
原　捷洋（平戸ホワイトクラブ）【赤坂野球場会場】

平戸ツツジの香りを感じて

24
23

・
・54

　平戸港交流広場を出発し、最教寺や川内峠、ラ
イフカントリーなどを巡る九州オルレ平戸コース
を歩く「平戸春風オルレ」が開催され、市内外か
ら169人が参加しました。
　この日は、小雨とあいにくのコンディションに
なりましたが、参加した皆さんは足元が悪いにも
かかわらず足どりも軽やかに、元気に春の平戸路
を歩きました。
　途中には、お弁当やうちわ海老の味噌汁、平戸
スイーツなどが振舞われ、平戸グルメに舌鼓を
打っていました。

小雨の中でも元気な足どり
４
23趣向を凝らしたおもてなし

　旧武家屋敷や旧家の庭などを一般公開する「第
15回 平戸お庭めぐり」が岩の上町や田平町など
市内８カ所で開催されました。
　旧家の中には、国の有形文化財に登録されてい
る住宅もあり、庭には八重桜やつつじなどの花が
見ごろを迎えていました。それぞれの屋敷では、
趣向を凝らしたおもてなしで訪問客を迎えていま
した。
　訪れた人は「各庭園にそれぞれの風情があり、
１日で巡ることができてとても有意義でした。ま
た来年も来たいですね」と話してくれました。

４
24
23
・
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５

14
５

奥平戸産の特産品に子どもから大人まで大満足

　森酒造場で「酒蔵開き」が開催されました。会
場では、毎年恒例の樽酒などのふるまい、日ごろ
は見ることの出来ない酒蔵の中の見学、大人から
子どもまで参加したもちつきや着物散策に加え、
今年は平戸出身で、佐世保市などで活動中の「よ
りこ」さんによる生ライブコンサートも行われま
した。
　また、市内の業者による特産品などの販売も行
われ、訪れた人たちは新酒の味を堪能しながら、
平戸の食材や商品などを見たり酒蔵の雰囲気に酔
いしれていました。

平戸の伝統ある酒蔵開き
５
８

　志々伎漁協と福田酒造で「お魚まつり＆酒蔵開
き」が開催されました。
　当日は、天候もよく、朝早くから地元市民や観
光客も大勢訪れ、お魚まつりでは、サザエや魚の
つかみどり、マグロの解体ショー、海鮮バーベ
キューなどが行われ、大勢の子どもから大人まで
参加していました。
　また、酒蔵開きでは、酒蔵見学や新酒の試飲や
販売、もちまきなども行われました。訪れたお客
さんも平戸の新鮮な地魚や地酒を堪能しながら、
奥平戸のお祭りを楽しんでいました。

　棲霞園と梅ヶ谷津偕楽園で特別公開が行われま
した。これは、両庭園が平成25年に国の名勝に
指定されたことを記念し、所有者の協力を得て実
施され、市内外から約250人の参加者がありまし
た。　
　この日は、市と両庭園の保存整備事業に関する
協定を締結している南九州大学（宮崎県）の学生
らが絵図面を使いながら庭園の説明を行いまし
た。参加者の一人は「学生が熱心に説明してくれ
たので、両庭園についてよく理解することができ
ました」と話してくれました。

　平戸城で「春茶会」が行われました。会場では、
天守閣の展望所と本丸２カ所で、鎮西流による抹
茶や菓子を振る舞い、訪れた来場者に春の陽気な
ひとときを過ごしていました。
　今回、平戸城を運営する市振興公社が、素晴ら
しい景色と趣あるこの平戸城で、お茶を楽しんで
もらおうと、初めて企画しました。
　訪れた観光客は、「全国にいろんなお城があり
ますが、今回のように天守閣（展望所）でお茶を
体験できるようなところは、珍しいですね」と抹
茶を味わいながら話していました。

　千光寺で「献茶式」が行われました。茶娘が、
注いだ今年の新茶を千光寺の住職がご神前に献茶
しました。その後、来賓の人たちにもお茶が振る
舞われ、今年の新茶の味をたしなんでいました。
　また、会場では臨済宗の開祖栄西が伝えた日本
最初の茶畑「冨春園」および禅の発祥の地「冨春庵」
の見学をはじめ、呈茶の振る舞い、県内の新茶の
飲み比べ、座禅体験なども行われていました。
　平戸幼稚園の園児たちも、座禅体験や呈茶を体
験し「このお茶、ちょっと苦いけどおいしいね」
と笑顔で話していました。

お茶と禅のルーツは平戸から 風情ある庭園に魅了 お城の敷地で春茶会
４

5

５

22

20 30４

かいらくえんせいかえん

白熱した地区対抗戦
５

　生月町勤労者体育センターグラウンドで「第 44
回生月町町民運動会」が開催されました。
　保育園児から一般までの皆さんが参加し、学年
別の短距離走や、長縄跳び、むかで競争、職場対抗
リレーなど 21 種目が行われました。
　特に地区対抗の種目では、この日に向けて各地
区で練習した成果を出そうと、出場した皆さんは
必死に頑張っていました。最後の種目である一般
の地区対抗リレーでは、この日一番の盛り上がり
を見せ、観客の皆さんも自分の地区に一生懸命声
援を送っていました。



健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信　　近年の食をめぐる環境の変化の中、生活習慣の乱れからくる生活習慣病有病者

の増加、子どもの朝食欠食、孤食、高齢者の栄養不足、日本型食生活や伝統的食

文化の衰退など「食」にまつわるさまざまな問題が生じています。

　　「食育」とは、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と、バランスの良い「食」

を選択する力を身に付け、健全な食生活を実践できるようになることです。

　　食べることは生涯にわたって続く基本的な営みですから、子どもはもちろん、大

人になってからも「食育」は重要です。

　　「食育月間」や「食育の日」を機会に、皆さんも「食育」に取り組んでみませんか。

　　　　　　　　　 ■お問い合わせ　保健センター健康づくり推進班　☎57-0977

6月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」

フッ化物を応用した次の事業を実施しています

子どもの歯を、むし歯から守るために次のことに取り組みましょう

1　甘いものをとり過ぎない。ダラダラと食べない。

２　歯みがきの習慣を身につけ、仕上げ磨きで歯垢を取り除く。

３　歯の質を強くするためにフッ化物を応用する。

４　かかりつけの歯科医で定期的に検診を受ける。

6月4日～10日は歯の衛生週間

①フッ化物塗布事業

　　歯科医院でフッ化物ジェルを歯の表面に直接塗る方法で、歯の再石灰化を助

け、歯質を強化することで、乳児むし歯の予防を図ります。平戸市では「ふる

さと納税」を活用して、1歳6カ月児健診から４歳の誕生日の前日までのお子さ

んを対象に費用を助成しており、自己負担が無料で受けられます。

②フッ化物洗口事業

　　濃度の低いフッ化物水溶液で30秒間の「ブクブクうがい」を行い、歯の表面

に定期的にフッ化物イオンを増やして虫歯を予防するものです。

　　平戸市では、保育所・幼稚園の年中児から小学生までを対象に集団で実施

しています。

　　本市の３歳児のむし歯は、全国や県の平均と比べても多くなっています。

　　この機会にお子さんのむし歯を少しでも減らすために、むし歯予防について真剣に取り組みましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ　保健センター保健サービス班　☎57-0977

■全国の3歳児のむし歯は　 　平均0.62本

■長崎県の3歳児のむし歯は 　平均0.88本　【全国でワースト11位（平成26年度）】

■平戸市の3歳児のむし歯は 　平均1.65本　【県内でワースト ４位（平成26年度）】

▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
6月15日

７月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy Birthday Happy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.49

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「7月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

６月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

母 母 父父 父from     翔さん　　 絵莉さんfrom     達矢さん　　千春さん

田助町
１歳の誕生日おめでとう(*´∇｀*)

これからも素敵な笑顔で元気に育っ

てね♪

横山　愛ちゃん
 よこやま　  　あい  

１歳

野子町

吉岡 快飛くん 
よしおか　かいと

２歳

2歳のお誕生日おめでとう☆これから

も元気にすくすく育ってね(*^^)♪

大久保町
１歳の誕生日おめでとう♥

弟のことよろしくね(^^)

　　はたばら　   ゆら

１歳畑原 有愛ちゃん

from     義人さん　　紗央里さん母

伊藤  健太くん
 いとう　  けんた

３歳
 きむら     あやな

１歳木村  綾那ちゃん
たにむら　  りお

６歳谷村  莉桜ちゃん

６歳
わたりぐち　そな

渡口　奏ちゃん ３歳
やまぞえ  そら

山添 蒼空くん ３歳
 むら　　　くれあ

村  來莉愛ちゃん
やまもと りゅうせい

４歳山本 琉生くん
 ひろい　 しんぺい

２歳　井  新平くん

川口 昇之佑くん
かわぐち  しょうのすけ

１歳

広報ひらど 平成28年６月号 22Hirado City Public Relations,2016.623



 （単位：千人）

1,781　　　  

1,652　　　  
1,701　　　  

1,769　　　  1,771　　　  

広報ひらど 平成28年６月号 24 

平成26年

平成27年

  前年比

●外国人宿泊客の推移　　　  

観光客数

宿泊客数　

宿泊客延滞在数

日帰り客数

観光消費額

観光施設入館者数

修学旅行客数

1,781,309人

248,194人

372,292人

1,409,017人

102億2,400万円

261,347人

82校11,105人

（　0.7％　     12,593人の増）

（　0.1％　　　  146人の増）

（　0.1％　　　  220人の増）

（　0.9％　     12,373人の増）

（　0.5％　約4,900万円の増）

（  15.2％　  34,461人の増）

（ ８校増           1,275人の増）

●平成27年観光客の動向結果　　　  　　 ※（　）は対前年比増減

 台湾

1,464

2,891

1,427

 　韓国

　3,955

　6,676

　2,721

 香港

  451

  685

  234

 中国

1,057

2,888

1,831

   英国

    291

    323

  　32

   その他

       449

       483

         34 

     合計

    7,667

  13,946

    6,279

H27H26H25H24H23

●平戸市観光客の推移　　　  

※その他の詳しいデータについては市ホームページに掲載しています。

1,600　　　  

1,700　　　  

1,800　　　  

 （単位：人）

数
が
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
西
九
州

自
動
車
道
の
延
長
に
よ
り
福
岡
や
佐
賀

か
ら
の
入
り
込
み
客
数
が
伸
び
て
お
り
、

日
帰
り
客
数
が
増
え
た
も
の
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

　

宿
泊
客
数
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
支
援

対
策
に
よ
る
効
果
や
、
福
岡
の
大
手
進

学
塾
の
企
画
合
宿
、
夏
の
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

微
増
し
ま
し
た
。
特
に
、
夏
の
旅
行
商

品「
平
戸
で
遊
ぼ
う
」の
効
果
が
大
き
く

７
月
〜
９
月
の
３
カ
月
を
比
較
す
る
と

１
６．

６
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
は
、
82
校
１
万
１
，
１
０

５
人
と
前
年
よ
り
８
校
１
，
２
７
５
人

（
対
前
年
比
１
１
３.

０
％
）増
加
し
ま

し
た
。
体
験
民
泊
に
よ
る
修
学
旅
行
は
、

全
国
で
も
有
数
な
規
模
と
内
容
を
加
味

し
た「
一
般
社
団
法
人
ま
つ
う
ら
党
交
流

公
社
」の
実
績
も
あ
り
、
55
校
７
，
１

７
１
人
と
前
年
よ
り
３
校
３
６
８
人

（
対
前
年
比
１
０
５.

４
％
）増
加
し
ま

し
た
。
依
然
、
体
験
民
泊
ニ
ー
ズ
は
高

い
推
移
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
需
要
が
伸
び
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

観
光
施
設
入
場
者
数
は
２
６
１
，
３

４
７
人
と
前
年
よ
り
３
万
４
，
４
６
１

人（
対
前
年
比
１
１
５.

２
％
）増
加
し

ま
し
た
。
平
成
26
年
３
月
末
か
ら
集
計

を
開
始
し
た
田
平
天
主
堂
は
、
対
前
年

比
２
１
３.

８
％
と
前
年
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
。
ま
た
近
年
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
平
戸
城
で
は
、
夏
の
旅
行
商
品

「
平
戸
で
遊
ぼ
う
」の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
、
お
化
け
屋
敷
を
開
催
し
た
こ
と

で
入
場
者
数
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　　

平
成
27
年
の
市
の
観
光
客
数
は
、
１

７
８
万
１
千
人
と
前
年
よ
り
約
１
万
３

千
人（
０．

７
％
）増
加
し
ま
し
た
。
日

帰
り
観
光
客
は
１
４
０
万
９
千
人
で
前

年
よ
り
約
１
万
２
千
人（
０.

９
％
）の

増
加
と
な
り
、
宿
泊
客
数
は
24
万
８
千

人
で
前
年
よ
り
約
１
０
０
人（
０.

１
％
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
観
光
消
費
額

は
、
１
０
２
億
２
，
４
０
０
万
円
で
約

４
，
９
０
０
万
円（
０.

５
％
）増
加
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
の
日
帰
り
観
光
客

　平成27年の外国人観光客数は、１万3,946人と前年より
6,279人（81.9％）増加しました。
　「東アジア誘客３県都市連携会議」のＰＲや、長崎の教会群
とキリスト教関連遺産の田平天主堂を巡る韓国からの巡礼ツ
アーに加え、中国・台湾・香港からの漁師体験ツアーも好調
だったため、観光客数が大きく伸びています。

平
成
27
年
の
分
析

　

市民一人ひとりが取り組むこと「観光客が乗ったバスを見かけたら、手を振って歓迎の気持ちを表しましょう」

▲外国人にも人気の漁師体験

観
光
統
計

平
成
27
年
平
戸
市
観
光
の
概
要

お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
課
観
光
振
興
班

　　

内
線　
２
２
７
４

外国人観光客が       　％増82

※その他の詳しいデータについて

市民一人ひとりが取り組むこと「

▲外国人にも人気の漁師体験

平戸市からのお知らせ

募　

集申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
４

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出
事
業

の
第
２
期
募
集
に
つ
い
て

　　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児

用
品
の
貸
し
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長
１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）20
台
・
１

　
　

〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ
月

　

④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
10
台
・
最
長
１
年

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返
却
は
、
福
祉

　
　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

　
　

興
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児　

　
【
平
成
28
年
９
月
30
日（
金
）ま
で
に
出
産
予

　

定
を
含
む
】の
保
護
者
ま
た
は
里
帰
り
先
の

　

祖
父
母
な
ど
。
た
だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞

　

納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
持

　

参
の
上
、
市
民
課
総
合
受
付
窓
口
ま
た
は
各

　

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け

　

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

６
月
１
日（
水
）〜
14
日（
火
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
か
ら
貸
し
出
し

　
　

可
能
で
す
。

　

※

貸
出
用
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

　
　

ー
ト
の
購
入
費
の
一
部
は
、「
ふ
る
さ
と

　
　

納
税
寄
附
金
」 

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
平
戸
港
夏
ま
つ
り
を
８

月
６
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
を
飾
る
花
火
で
は
、「
メ
モ
リ
ア
ル
花
火
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持

ち
や
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
花
火
に
託
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
打
上
玉　

４
号
玉（
花
火
展
開
時
、
直
径
約

　

１
３
０
ｍ
）

○
料　

金　

一
口　

１
万
円（
２
発
）

○
募
集
人
数　

10
人（
先
着
順
）

○
文
字
数　

20
字
程
度

○
申
込
締
め
切
り
日　

６
月
24
日（
金
）

○
申
込
方
法　

観
光
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

料
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　　

古
来
よ
り
あ
る
和
船（
櫓
漕
ぎ
）を
使
い
、
そ

の
速
さ
を
競
う
大
会
で
す
。
生
月
町
内
外
を
問

わ
ず
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大

会
終
了
後
に
魚
の
つ
か
み
取
り
と
和
船
櫓
漕
ぎ

お
よ
び
乗
船
体
験
も
で
き
ま
す
。

○
と　

き 

７
月
17
日（
日
）　 

開
会
式
：
午
前

　

９
時
、 

競
技
開
始
：
午
前
９
時
30
分 

○
と
こ
ろ 

生
月
町
舘
浦
宮
の
下
広
場
・
港
内 

　

一
円

○
申
込
締
め
切
り
日　

６
月
15
日（
水
）必
着

○
参
加
費　

１
チ
ー
ム （
定
員
６
〜
８
人
）

　

２
，
０
０
０
円

○
予
定
さ
れ
て
い
る
部
門
・
イ
ベ
ン
ト

　

・
学
生
の
部

　

・
一
般
の
部　

　

・
女
性
の
部　

　

・
地
区
対
抗
の
部（
生
月
地
区
の
み
）

　

・
魚
の
つ
か
み
取
り（
参
加
費
５
０
０
円　

　
　

※

中
学
生
以
下
）

　

・
和
船
櫓
漕
ぎ
お
よ
び
乗
船
体
験（
無
料
）

　　

平
戸
港
夏
ま
つ
り
で
、
ダ
ン
ス
や
合
唱
、
演

奏
な
ど
を
披
露
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

○
出
演
日　

８
月
６
日（
土
）※

平
戸
港
夏
ま
つ

　

り
が
延
期
と
な
っ
た
場
合
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

　

ン
ト
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
申
込
締
め
切
り
日　

６
月
17
日（
金
）※

必
着

○
申
込
方
法　

観
光
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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申
・
問
観
光
課
内
平
戸
港
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
内
線
２
２
７
３

平
戸
港
夏
ま
つ
り
メ
モ
リ
ア
ル
花
火

を
募
集
し
ま
す

平
戸
港
夏
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
出
演

団
体
を
募
集
し
ま
す

申
・
問
観
光
課
内
平
戸
港
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
内
線
２
２
７
３

申
・
問
舘
浦
競
漕
船
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
（
生
月
支
所
地
域
振
興
課
内
）

　
　
　

☎
内
線
４
１
３
５

舘
浦
競
漕
船
大
会
２
０
１
６
開
催

見て、話して、触れて、立つ
　5月14日、平戸文化センター中ホールで、平戸と長崎大学で育

てる地域医療講演会が開催されました。第９回目の今回は、東京

医療センターより本田美和子先生をお招きし、「優しさを伝える

ケア技術：ユマニチュード®」と題して主に認知症の人に対する

ケアや、コミュニケーション技術についてお話いただきました。

　講演では、触れる・話しかける・見ることの大切さについて実

際の症例を交えて、分かりやすく話されました。
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募　

集問
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
営
繕
班

　

☎
内
線
２
２
９
６

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の
除
却
に
対

し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

問
建
設
課
地
籍
調
査
班

　

☎
内
線
２
２
８
９

地
籍
調
査
の
地
図（
地
籍
図
原
図
）お
よ
び

簿
冊（
地
籍
簿
案
）が
閲
覧
で
き
ま
す

地  区 閲覧場所字          名
鏡川第１－
２－１地区

鏡川第１－
２－２地区

大久保第６
－１地区

木場Ｂ－１
地区

迎紐差地区

鏡川町字／赤坂、岩ノ下、
大辻、坪田、冷水

鏡川町字／薄香浦、薄香
越、前岳

大久保町字／幸ノ浦、八
ケ島

木場町字／栗ノ坂、山ノ
頭

迎紐差町字／外首、垣洗
川、福田、園田、岡ノ崎、
前田、柴置、尾崎、水洗

平戸市役
所３階
小会議室

平戸市
ふれあい
センター
工芸室

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
６

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
エ
コ
ラ
イ
フ
事

業（
節
電
・
省
エ
ネ
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か

問
税
務
課
総
務
徴
収
班

　

☎
内
線
2
5
4
4

平
成
28
年
度
九
州
市
町
村
合
同
公

売
会
in
松
浦
を
開
催
し
ま
す

問
平
戸
図
書
館

　

☎
内
線
２
０
１
６

「
君
川
み
ち
子
氏
〜
昔
話
の
語
り

研
修
会
〜
」を
開
催
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
２
６
２
３

第
11
回
平
戸
市「
少
年
の
主
張
」大

会
を
開
催
し
ま
す

　

①
市
内
に
あ
る
木
造
の
建
物
で
、
空
き
家
で

　
　

あ
る
こ
と

　

②
半
分
以
上
が
一
般
の
住
宅
と
し
て
使
用
さ

　
　

れ
て
い
た
こ
と

　

③
周
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
建
物

　

④
老
朽
化
に
つ
い
て
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と

○
助
成
額

　

・
対
象
と
な
る
経
費　

建
物
除
却
額
の
80
％

　
　

ま
た
は
、
国
の
標
準
除
却
額
の
80
％
と
の

　
　

い
ず
れ
か
少
な
い
額

　

・
助
成
額　

対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

　
　

で
80
万
円
を
上
限
に
助
成

○
申
請
締
め
切
り
日　

12
月
26
日（
月
）

　　　

市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
木
造
住
宅
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
行
う
、
耐
震
診
断

な
ど
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
診
断
の
結

果
、
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
住
宅
を
、
耐
震

改
修
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
に
つ
い
て

も
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
住
宅（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

　

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築
基
準
法
改
正

　
　

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

　

②
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

　

③
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

○
助
成
の
種
類
と
助
成
額

　

・
耐
震
診
断　

３
万
８
０
０
円
を
助
成

　

・
耐
震
改
修
計
画　

７
万
円
を
上
限
に
助
成

　

・
耐
震
改
修
工
事　

60
万
円
を
上
限
に
助
成

　　

古
江
町
の
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
夏
休
み
の

思
い
出
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
予
約
開
始　

６
月
１
日（
水
）

　

※

平
日（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　

の
み
の
受
け
付
け
で
す
。

　

※

開
設
後
は
半
元
キ
ャ
ン
プ
場（
℡
24‐
２

　
　

８
４
２
）に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
場
料　

大
人
２
１
０
円
、
小
人
１
０
０
円

○
主
な
使
用
料　

バ
ン
ガ
ロ
ー（
６
人
用
）６
，

　

４
８
０
円
、テ
ン
ト（
６
人
用
）１
，２
９
０
円
、

　

サ
イ
ト
料
５
４
０
円

○
開
設
期
間　

７
月
９
日（
土
）〜
８
月
31
日（
水
）

○
そ
の
他　

鍋
や
飯
ご
う
な
ど
備
品
の
貸
し
出

　

し
を
有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
住
環
境
づ
く
り
を

促
進
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家

の
除
却
を
行
う
人
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
住
宅（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

○
申
請
締
め
切
り
日　

12
月
26
日（
月
）

　

平
成
27
年
度
に
地
籍
調
査（
一
筆
地
調
査
）

を
実
施
し
た
地
区
の
地
図（
地
籍
図
原
図
）お

よ
び
簿
冊（
地
籍
簿
案
）の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
閲
覧
で
は
、
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、

地
目
、
面
積
、
位
置
お
よ
び
形
状
な
ど
を
確
認

で
き
ま
す
。
ま
た
、
誤
り
な
ど
が
あ
れ
ば
閲
覧

期
間
内
に
訂
正
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）午 

　

前
９
時
〜
午
後
５
時（
土･

日･

祝
日
を
除
く
）

○
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り
で
す
。
地
区
に
よ

　

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の　

印
か
ん（
認
印
可
）
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市
民（
一
般
家
庭
）が
普
段
の
皆
さ
ん
の
生
活

を
通
じ
て
、
節
電
や
省
エ
ネ
を
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
量
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
家
計
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い

エ
コ
ラ
イ
フ
事
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
参
加
手
続
き

　

①
参
加
申
込
書
の
提
出　

市
役
所
や
支
所
な

　
　

ど
で
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

　

②
２
カ
月
分
の
検
針
票
の
提
出　
「
８
月
分
、

　
　

９
月
分
」ま
た
は「
９
月
分
、
10
月
分
」の

　
　

検
針
票（
電
気
量
の
お
知
ら
せ
）の
使
用

　
　

量
が
前
年
度
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
３
％
以

　
　

上（
２
カ
月
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
３
％
以
上
）

　
　

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
申
込
書
裏
に
検
針

　
　

票
を
貼
り
、
申
し
込
み
を
し
た
市
役
所
な

　
　

ど
に
提
出

○
特
典
な
ど

　

①
で
申
込
書
を
提
出
さ
れ
た
人
、全
員
に「
エ

　
　

コ
バ
ッ
ク
」を
進
呈
し
ま
す
。

　

②
で
検
針
票
を
提
出
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
取

　
　

り
組
み
な
ど
が
優
秀
な
世
帯
に
対
し
豪
華

　
　

省
エ
ネ
家
電
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

・
最
優
秀
賞
３
世
帯（
省
エ
ネ
液
晶
テ
レ
ビ
）

　

・
優
秀
賞
７
世
帯（
省
エ
ネ
電
子
レ
ン
ジ
）

　

・
そ
の
ほ
か
に
も
省
エ
ネ
家
電
等
を
抽
選
で

　
　

70
世
帯
に
贈
呈
し
ま
す
。

○
参
加
対
象
者　

市
内
の
一
般
世
帯

○
申
込
受
付
期
間　

６
月
13
日（
月
）〜
７
月

　

29
日（
金
）

○
検
針
票
の
提
出
期
限　

10
月
14
日（
金
）

省
エ
ネ
・
節
電
の
例
示　

　

・
こ
ま
め
に
主
電
源
を
切
り
、
長
時
間
使
わ

　
　

な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を

　
　

抜
く
。

　

・
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
１
時
間
短
く
し
て

　
　

家
族
と
の
会
話
を
楽
し
む
な
ど

　

・
夏
の
冷
房
時
の

　
　

室
温
を
28
℃
に

　
　

す
る
。

　
○
と　

き　

６
月
12
日（
日
）12
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
内　

容

　
【
小
学
生
の
部
】

　
　

日
常
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
生
か

　

し
て
、
将
来
、
平
戸
市
が
安
心
し
て
快
適
に

　

生
活
で
き
る
街
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
街

　

と
な
る
よ
う
な「
未
来
の
平
戸
市
」に
つ
い

　

て
発
表
し
ま
す
。

　
【
中
学
生
の
部
】

　
　

社
会
へ
の
意
見
、
日
常
生
活
や
環
境
問
題
、

　

将
来
の
夢
な
ど
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

　

や
実
体
験
に
基
づ
い
た
こ
と
を
、
自
分
た
ち

　

の
目
線
で
表
現
し
発
表
し
ま
す
。

　

長
崎
、
佐
賀
、
福
岡
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、

の
18
市
町
村
合
同
で
、
市
税
な
ど
の
徴
収
の
た

め
、
差
押
動
産
の
合
同
公
売
会
を「
入
札
」お

よ
び「
せ
り
売
り
」方
式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
18
日（
土
）午
前
９
時
30
分

　

受
付
お
よ
び
開
場

○
と
こ
ろ　

松
浦
市
文
化
会
館　

※

液
晶
テ
レ
ビ
、
貴
金
属
な
ど
約
３
６
０
点
を

　

出
品
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
昔
話
な
ど
の
語
り
を
は
じ
め
て
み

た
い
人
向
け
に
お
話
を
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
15
日（
水
）午
前
10
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
C
O
L
A
S
平
戸

　

ホ
ー
ル

○
内　

容　

日
本
各
地
を
訪
れ
、
昔
話
を
聞
き

　

集
め
一
人
語
り
を
展
開
し
て
い
る
君
川
み
ち

　

子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
学
び
な
が
ら
昔
話
の

　

語
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料

問
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
営
繕
班

　

☎
内
線
２
２
９
６

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

申
・
問
観
光
課
観
光
振
興
班

　
　
　

☎
内
線
2
2
7
3

市
営
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
を

開
始
し
ま
す

　５月18日、平戸市消防本部で「平戸市消防団協力事業所表示証
交付式」が開催されました。
　これは、消防団員を2 人以上雇用し、消防団の活動に積極的
に協力している事業所に「平戸市消防団協力事業所表示証」の交
付が行われるもので、今回は、田平町の株式会社シンコーが交
付を受けました。平成28 年５月現在、14 事業所が認定されて
いて、地域の消防防災力の充実強化など、一層の推進を図るこ
とを目的に、今後も、多くの消防団協力事業所を募集します。

消防団活動に協力
　４月25日、三川内焼のルーツとされる中野焼を焼いた、県指
定史跡「中野窯跡（平戸市山中町紙漉）」が「日本遺産」に認定され
ました。
　中野窯は、文禄・慶長の役で朝鮮半島から連れ帰った陶工に
よって開かれたとされる平戸藩の御用窯で、慶安３年（1650）に
三川内へ移るまでの間、磁器を中心に焼物が焼かれていました。
国内で最も早いトンバイ（耐火レンガ）を使用した窯として知ら
れ、洗練された製品を生産していたことが確認されています。

「中野窯跡」が日本遺産に

中野中野窯跡（茶碗窯）調査状況窯跡（茶碗窯）調査状況中野窯跡（茶碗窯）調査状況
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問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
４

児
童
手
当
の
支
給
お
よ
び
現
況
届

に
つ
い
て 問

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
2
6
2
4

平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演
会
の
委

託
先
を
公
募
し
ま
す問

水
道
局
総
務
班

　

☎
22

-

3
8
3
8

6
月
1
日
〜
7
日
は「
第
58
回
水

道
週
間
」で
す

問
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
内
線
２
６
０
１

第
２
期
平
戸
市
教
育
振
興
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　

☎
内
線
2
2
7
4

九
十
九
島
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
２
４

平
成
28
年
度
第
１
回
消
防
設
備
士

試
験
の
お
知
ら
せ

問
行
革
推
進
課
広
報
情
報
班

　
　
　
　
　

☎
内
線
2
3
5
4

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

対象年齢

対象児童1人
あたりの手当
月額

中学校卒業まで(15歳到達後最初の
3月31日まで)

児童手当　【所得制限限度額未満の人】
　 ▼ 3歳未満（一律）1万5,000円
　 ▼ 3歳～小学校修了前まで
　　（第1・2子）1万円
　　（第3子以降）1万5,000円
　 ▼ 中学生（一律）1万円
特例給付　【所得制限限度額以上の人】
　 ▼ 一律　5,000円（児童１人あたり）

申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
現
況
届
の
提
出

　
　

現
況
届
は｢

児
童
手
当｣

の
受
給
資
格
の
有 

　

無
を
確
認
す
る
た
め
に
行
う
更
新
手
続
き
で

　

す
。
対
象
者
に
は
６
月
中
旬
に｢

児
童
手
当

　

現
況
届｣

を
送
付
し
ま
す
。
６
月
以
降
分
の

　

受
給
に
必
要
な
届
出
な
の
で
、
受
付
期
間
内

　

に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
日　

８
月
28
日（
日
）

○
試
験
会
場　

長
崎
大
学（
長
崎
市
文
教
キ
ャ

　

ン
パ
ス
）・
長
崎
県
立
大
学
・
五
島
振
興
局
・

　　

市
で
は
、
市
民
が
主
体
と
な
り
、
企
画
立
案
・

開
催
ま
で
を
行
う「
平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
グ
ル
ー

プ
で
計
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
講
演
内
容
・
時
期　

自
由（
た
だ
し
、
営
利
、

　

宗
教
勧
誘
、
政
治
的
利
用
を
目
的
と
し
な
い

　

も
の
に
限
る
）

○
委
託
費　

上
限
50
万
円

○
用　

件　

①
市
内
に
本
拠
地
を
置
く
グ
ル
ー

　

プ 

②
３
０
０
人
以
上
の
講
演
会
を
開
催 

③

　

誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
る
こ
と
な
ど
。

　
　

市
で
は
、
年
２
回
程
度
、
開
催
を
予
定
し

　

て
い
ま
す
。
開
催
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

　

６
月
は
、
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
り
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

し
た
と
き
は
、
現
住
所
の
市
区
町
村（
公
務
員

の
場
合
は
勤
務
先
）に
、「
認
定
請
求
書
」を
提

出（
申
請
）す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
区
町

村
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　

壱
岐
振
興
局
・
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

○
試
験
の
種
類　

　

甲
種（
特
類
・
第
１
類
〜
第
５
類
）　　
　
　

　

乙
種（
第
１
類
〜
第
７
類
）

○
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）〜

　

７
月
１
日（
金
）

　

電
子
申
請　

平
成
28
年
６
月
17
日（
金
）〜

　

28
日（
火
）

　

書
面
申
請
の
た
め
の
受
験
願
書
の
用
紙
、
受

験
案
内
な
ど
は（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保
安
室
、
長

崎
県
各
振
興
局（
長
崎･

県
央
を
除
く
）、
県
内

の
消
防
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

西
海
国
立
公
園
の
自
然
に
つ
い
て
専
門
家
に

話
題
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
語
り
合
い
、
交
流

の
場
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

○
と　

き　

７
月
３
日（
日
） 

午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

九
十
九
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
２

　

階（
九
十
九
島
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
内
）

○
講　

師　

長
崎
大
学
名
誉
教
授
中
西
弘
樹
氏

○
募
集
定
員　

30
人
程
度

○
応
募
方
法　

申
し
込
み
不
要

　

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
九
十
九
島
ビ

　
　

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
　

だ
さ
い
。

　

℡
０
９
５
６-
28-
７
９
１
９

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

　

市
で
は
、
教
育
基
本
法
や
平
戸
市
教
育
方
針

に
掲
げ
ら
れ
た
教
育
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、

平
戸
市
総
合
計
画
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
市
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、

第
２
期
平
戸
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
計
画
の
対
象
範
囲
を
学
校
教
育
や
生

涯
教
育（
社
会
教
育
）お
よ
び
文
化
振
興
と
し
、

計
画
期
間
を
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
の
５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
明
日
を
担
う
人
材
の
育
成
と
個
性
豊
か
な

地
域
文
化
の
振
興
」を
理
念
に
、
次
の
３
つ
の

重
点
目
標
を
掲
げ
、
教
育
施
策
の
展
開
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

Ⅰ　

高
い
志
を
も
つ
人
づ
く
り（
学
校
教
育
）

　

・
確
か
な
学
力
と
健
や
か
な
育
ち
を
保
障
す

　
　

る
学
校
教
育
の
推
進

Ⅱ　

地
域
を
担
う
人
づ
く
り（
社
会
教
育
）

　

・
生
涯
学
習
と
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す

　
　

社
会
教
育
の
推
進　

Ⅲ　

郷
土
を
愛
す
る
人
づ
く
り（
文
化
・
文
化

　
　

財
）

　

・
歴
史
・
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
・
活
用

　
　

と
文
化
活
動
の
推
進

　

ま
た
、
本
計
画
は
、
第
１
期
計
画
の
検
証
を

踏
ま
え
、
５
年
間
の
取
り
組
み
に
対
す
る
各
施

策
の
目
指
す
成
果
指
標
を
よ
り
具
体
的
に
設
定

し
て
お
り
、
定
期
的
な
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と

　　

６
月
１
日（
水
）か
ら
水
道
週
間
が
始
ま
り

ま
す
。
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
財
産
で
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度

水
道
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
】

　

水
道
水
は
川
や
ダ
ム
の
水
を
使
っ
て
作
っ
て

い
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
水
が
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
雨
が
長
期
間
降
ら
な
け
れ
ば
枯
渇

し
て
渇
水
と
い
う
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

夏
場
は
特
に
渇
水
の
危
機
が
高
く
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
節
水
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
水
道
局
か
ら
の
お
願
い
】

　

水
を
作
り
、
送
り
出
す
た
め
に
必
要
な
お
金

の
大
半
を
賄
っ
て
い
る
の
は
水
道
料
金
で
す
。

水
道
料
金
は
１
カ
月
に
ど
れ
だ
け
水
を
使
っ
た

か
が
わ
か
る
量
水
器（
水
道
メ
ー
タ
ー
）を
検

針
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

量
水
器
の
あ
る
場
所
は
家
庭
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
量
水
器
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、

草
で
覆
わ
れ
て
い
た
り
、
近
く
に
エ
ア
コ
ン
の

室
外
機
な
ど
の
障
害
物
が
あ
る
と
検
針
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
量
水
器
の
ふ
た
が
き

ち
ん
と
開
い
て
、
中
の
メ
ー
タ
ー
が
は
っ
き
り

と
読
み
取
れ
る
よ
う
に
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い
に
は
、
便
利

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
平
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
各
支
所
・
出
張
所
、
公

民
館
お
よ
び
図
書
館
な
ど
で
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入

門
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
午

　

後
２
時
30
分

○
と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
っ
て
何
だ
ろ

　

う
」「
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
が
分
か
ら
な

　

い
」な
ど
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
人
を 

対

　

ッ
ト
入
門
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
タ

　

ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
で
準
備

　

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
受
講
料　

無
料

○
定　

員　

15
人

○
申
込
先　

電
話
で
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー（
℡

　

57
‐
0
2
0
7
）ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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県
北
保
健
所 

地
域
保
健
課
健
康
対
策
班

☎
57

-

３
９
３
３

問
H
I
V（
エ
イ
ズ
）検
査
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

長
崎
地
方
法
務
局

☎
０
９
５

-

８
２
６

-

８
１
２
７

問

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

平
戸
美
術
振
興
会 

会
長 

糟
谷
進

☎
23
‐
３
９
０
４

問

第
８
回
ひ
ら
ど
美
振
展
･
長
寿
展
の

開
催
に
つ
い
て

長
崎
県
医
療
人
材
対
策
室

☎
0
9
5-

8
9
5-

2
4
2
1

問

平
成
28
年
度
長
崎
県
医
学
修
学
生
の

募
集

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

☎
23

-

８
３
５
１

申
・
問

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
か
ら
の
お
知

ら
せ

通常検査

検 査 日

時　　間

検査項目

結　　果

月曜日～金曜日（要予約）

9：00～ 17：00

第１月曜日（要予約）

17：30～ 19：00

HIV（エイズ）検査と同時にクラミジア、B型

肝炎抗原、C型肝炎抗体も検査できます

２週間後以降に保健所で面談にて説明

夜間検査

　

卒
業
後
の
義
務
期
間
を
終
了
し
た
と
き
は
、

元
金
と
利
息
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
で
は
、
夏
休
み
期
間
中

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

○
勤
務
地　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

○
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
お
よ
び
清
掃

○
勤
務
期
間　

夏
休
み
の
間
お
よ
び
７
月
の
土

　

曜
と
日
曜

○
勤
務
条
件　

１
日
約
６
時
間
週
29
時
間

　

週
休
２
日　

時
給
７
５
０
円

　

※

土
曜
、
日
曜
、
お
盆
に
出
勤
で
き
る
人

　

６
月
１
日
〜
７
日
は「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週

間
」で
す
。

　

県
北
保
健
所
で
も
、
希
望
さ
れ
る
人
に
と
く

名
・
無
料
で
H
I
V（
エ
イ
ズ
）検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず
電
話
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

６
月
27
日（
月
）か
ら
７
月
３
日（
日
）（
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土

日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）ま
で
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
し
ま

す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

℡
０
１
２
０-

０
０
７-

　

１
１
０（
通
話
料
無
料
）
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市
内
の
一
般
の
人
か
ら
、
絵
画･

書･

工
芸･

写
真･

デ
ザ
イ
ン･
彫
刻
な
ど
の
作
品
を
募
集
し
、

展
示
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
３
日（
金
）〜
５
日（
日
）午 

　

前
10
時
〜
午
後
６
時（
５
日
は
午
後
４
時
ま

　

で
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

○
内　

容　

出
品
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
各
公

　

民
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
入
場
料　

無
料

　

長
崎
県
で
は
、
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
離

島
の
病
院
な
ど
に
勤
め
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
修

学
資
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

大
学
医
学
部
学
生

○
募
集
期
間　

６
月
30
日（
木
）ま
で

○
選
考
方
法　

７
月
中
に
面
接
を
実
施

　
（
日
時
、
場
所
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
）

○
卒
業
後
の
身
分
・
義
務

　

①
長
崎
県
病
院
企
業
団
な
ど
の
職
員
と
し
て
、

　
　

勤
務
す
る
。

　

②
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
１
．５
倍
の
期
間
、

　
　

知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
。

○
貸
与
金　

入
学
金
、
授
業
料
、
生
活
費
な
ど

　
（
貸
与
利
率　

年
14
．５
％
）

　　【
平
戸
地
区
】　　

岩
本　

麻
梨
乃 

雄 

宝
亀
第
3

寺
田　

恵
菜 

健
悟 

主
師

津
上　

稜
吾 

隆
行 

川
内
在

馬
込　

響
己 

博
之 

田
原
崎

柴
山　

桜
綺 

寿
男 

宮
の
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火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎Ｈ28.4月末までの交通事故件数

◎Ｈ28.4月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／32,872（－113）
　男性／15,410人（－86）
　女性／17,462人（－27）
■世帯数　14,229戸（13）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成28年5月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）   3人　（軽傷）18人

（21件）
（  0人）
（32人）

16件
0人
21人

8件）
566件（582件）

　　　　8件（


